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京都大学桂キャンパス建築学専攻 213室

聞き手：古阪 秀 三

大崎純

記録

石田泰一郎

伊勢史郎

福井浩文

古阪：金多先生は新制ですか。

金多：いや、僕は旧制の最後。旧制が六車先生と、僕と、

あと絹谷さんがいたけれど・・・（昭和 39年逝去）。

新制が巽先生と、南井先生、寺井先生、西川先生。

古阪：旧制ですと、金多先生は三高ですか？

金多：いや、三高じゃない。三高出身の人は、僕のクラ

スに 1/4、7人かな。僕は大阪の旧制浪速高校とい

う7年制高校出身です。当時は、京大でも入学試

験のある年と無い年があった。うまく高校尋常科

に入れば、スーツと卒業まで行ける学年があった。

旧制高校卒業ということは、大学入学資格がある

から、入れる。ところが我々の時は、終戦後の改

革で陸軍士官学校、海軍兵学校など1日制高校以外

の卒業生が受験して、大学の倍率は 3倍とか 5倍

とか。もう、当然のことながら入学試験はあって、

それがずっと現在まで続いていますね。

古阪：旧制浪速高校から京大へ？

金多：旧制大学は 3年。教養課程は高校で終えています。

今は専門課程が 3~4回生の 2年簡ですが、それ

が3年間あったわけです。最後の 1年は、卒業論

文を書いたリ、卒業設計をする。あと講義が少し、

あリましたね。そんな状況でしたね。

古阪：新制大学との関係は？

金多：旧制高校は、昭和 25年で終わリ。だから、旧制高

校からの京大の入学式は僕らが最後で、それ以降

はなかったのですよ。昭和 23年に新制大学ができ

て、新制高校卒業の人はみんな大学にいきなリ行

けちゃった。だから、彼らの方が僕より先に京大

の 1回生になった。その時に、僕らはまだ旧制高

校の 3年生。

古阪：新制とは、クラスとかはもちろん別で？

金多：別です。僕らは、 1年下（新制 2回生）と似たカリキュ

ラムでした。その時、新制は教善課程を半分やリ

ながら、建築のこともやりました。ところが教室、

製固室が旧制のキャパシティしかない。新制の製
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図互をどうするか、となって、急逮、製図室を増

言及しだのです。

古阪．吉田の中庭ですね。それで、旧制大学もやっぱリ

合と同じように建築は建築、土木は土木という風

に分かれていたのですか？

金多• そうです。最初から。第一志望、第二志望という

のは今と伺じ。

古阪：旧制と新制の人の卒業は・ ・・？

金多：同時。ですから、その時は就職難ですよ。しかも、

その頃、京大は旧制も膨張期でしたね。 2年上は

20 人、 •1 年上は 25 人、僕らのクラスは 30 人。 1

年で 5人ずつ増えた。で＼新制かぎた 30人。だか

ら、計 60人。僕らの 2年上の人は 20人で胴職戟

綜やっていだのに、 60人、 3倍でしょ。本当に既

職難でし1こ1'd。あっちこっちの会社へ皆受けに臼っ

て。しかし、割合うまく通ってきまして、ぜん

ぜん親聰てきなかっだという人はなかったと思い

ぎす。

古阪• そのころ、研究室に分かれるのは、 3回生になっ

てから？

金多：そう、 3回生になってから。

古阪:30人の学生で、どんなバランス万すか？

金多• その時は、研究室の定員枠は一切なかったですね。

自分の好きなとごろに申し込めば、先生が憮と言

わなけれはそこに入って勉翌でぎだ。うぎく分

散してい床しだよ。計画系は、森田先生、そ机か

ら増田先生、西山先生、その辺リは人気があリ窒

しだ。楕遮系は坂先生、それから棚橋先生。まだ、

小堀先生も若くていらっしやった。

『鉄骨構造の研究・実践へ』

古阪．どうして鉄骨に行かれたのですか？

金多• そうですね。僕が入学しだときの教空主任が棚橋

先生万第一印象が非常に良かったのでね。なん

かこう福々しい感じ。ああいうタイプですから、

ここへ行ったらあまリ絞ら机なくて、好きなこと

をやらせてもらえるかな、と思っだ。研究室配属

のときに研究デーマが出てきます。そのときに見

たのが、「スカイスクレーパの振勁」というテーマ。

こ机は、棚橋先生、小堀佐生の口専門で、今の超

高層のあけぼのというか先走リというか＼日本に

「超高層」の概念がなかったときに、「スカイスク

レーパ」は罪常に魅力万し左。僕は、けっこう言曼

計も好きたったので迷ったけれど、スカイスクレー

パという文字に惹かれて入ったという慇じ。だけ
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ど、その時は、鉄骨構遮じゃなくて、むしろ振勁

綸でしだね。入ったら、棚橋先生と小i屈先生とお

二人で、本当にマンツーマンで指導して頂いたの

は幸せだった。棚橋先生は『鉄骨構造学』という

本を早くから出叛していて、それが葬常に名著だっ

たものですから、鉄骨構造のオーソリティという

ことになっていたのです。

大崎・棚橋先生はどのように指導さ礼だのですか？

金多：棚橋先生は、「ポイントはこれだ」と、ヒントをバ

シッと与えられて、「あとは考えてきなさい」「こ

ういうところは小屈先生に担談してきなさい」、と

言う。だけど、その研究の見適しは持っておら打だ。

畏初から計算してきたら、多分こういう方向にな

るはずだ、と。棚橋先生からいろいろテーマが出

てくるけれど、棚橋先主が最初に序文、アブスト

ラクトを鉛筆で書いて、そして、結論を書く。そ

の中間かブ予ンクで、「ここを埋めなさい」。そう

いう形の指導でしたね。やリがいがあるようなな

いような。そして、その条吉論は必ずしも正しいと

は限 I)ませんから、ひっくリ返っだら面白いなと

いう好奇心があるし、非常に面白かっ左万すね。

古阪：金多先生は大学院に行かれたのてすか？

金多・ いいえ。昭和 28年に卒業して、すぐに酌田先］か

ら言われて助手にしていだだいたのてすが、ちょ

うど天沼さんがその年に着任されだばかリで、手

続きの書類が 1か月間宦に浮いていて、痒令は 5

月。 1ヶ月の閤どうするか。とリあえず旧制大学

院に入っておけ、 1ヶ月。そ礼で中退という尼で

すね。旧制大学院には疫業謬がなかったように思

います。 1日制大学院の人は伺）＼かいらっしゃいま

したが、いつも図書室で悠然と明から晩ぎで本を

読んでいて、読み終わると、はい帰りますと。

大崎：言麗義もなかったのですか。

金多．讀義はないです。自分で本を読む。旧制はそんな

慇じでしだよ。今の新制は、個別指導。疇に最近

は講義もぎちんとやりますか、昔は大学へ入った

ら学生が自分て勉翌するもの。それに対して先生

は指導の方向性とかヒントを与えるだけで、あと

はその成果を評価します。だから、その途中は自

由にやりなさいみだいな。本当に自由でした。

古阪：助手になられたのは、棚橋先生のところてすか？

金多．そうてす。

古阪・コンクリートには、闊係されず？

金多・ コンクリートは坂先生の方万す。六車君も、最初

は棚橋先生についたのですが、坂先生の研究室に

後継者がいないということで。ちょうど坂先生は

そのごろ PSコンクリートをやりだい、ついてはカ
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の強そうな¥1本力のあるやつがいいな、というこ

とで、棚橋先生が、それじやあこいつをという冗

でトレートされてね。それで、六車君は坂研究室

の大学院生になリ言しだね。

古阪．それで、 PSの専門家に。

金多．そうそれで PS。

古阪．六車先生も振勧論を？

金多．いや、もう PS。彼は、学王の時は地盤工学をやっ

ていましだ。大販の中之島の堤防の豆くに堂島ビ

ルというビルがあって、軟弱地盤で傾いちゃって、

その実測に行っていましたよ。そのとき、棚橋研

は6人いましてね。僕と木村君か振動論を、あと

は地盤二学をやった。 4人もいるから、その実測

にはちょうどいい。六車君も含めて 4人万行って、

その建物の不戸沈下に関する論文を 4人共同で書

いて、適当にそれを分割して、卒業諭文にしたよ

うな気がしますね。亡くなったけれど、あの馬場

善雄先生（今、〖反大了構造をやっている馬場研介

先生がいるでしょう。彼のお父さんですね。）が非

堂に愉快な人でね。

古阪．それて、しばらく助手をされて・・・。

金多:31年にアメリカヘ行きましだ。スタンフォード大

字に 2年闊いました。 3年行き1こかったのですが、

助手になっていぎしたから、 2年でないと休噸扱

いになって将来不利になるぞ、 2年で帰ってきな

さいと棚橋先生に言われて。］虫リ者がアメリカに

巧って長くいると、青い眼の女の子と一緒に店っ

ては困ると。

古阪 帰国悛、土木工学科の講師、そして防災研に行か

れて、 39年は第 2学科ができた年ですね。

金多 第2学科かできると新間に出京しだが、最初は全

然実感はなかっだですね。というのは、あれは学

年進巧で行きますから。晟初教蓑に行く学生定員

だけが増えて。それまての 50人に第 2学科の 40

人を加えて 90人。建築学科も、そういう意味万は

高度成長のあの時期に膨張しました。

古阪：僕は、もっとあとの 45年入学で、金多先生のレ虐一

トで、東京の皇居の前にある超高層が立ったとぎ

の工事の電算システムについて考えよ、という雲

題を出され言して・・・。

金多．そうでしたか？そんな高固なことは、僕は...。

古阪・ えらい変わったレポートだなというE闘象が残って

いるのてすが、電算機との出会いというか、付き

合いというか。

金多：京都タワーの設計の時は、 5インチの計算尺と、

タイガー計算機ですね。タイガー計算機は肩が凝

るから、あまりやりませんでした。建築は、 5イ

ンチの計算尺でし左が、土木の方は一生懸命タイ

ガー計算機を回していましたね。ちょっと悪口に

なるけど、僕はその時、この人応ちは何でそんな

に回すのかなと疑問に思いぎした。例えば、建築

でも震度 0.2とか言っているでしょう。要するに

重力の 2割たと。 0.2という有効数字 1桁のもので

スタートして計算している。それを土木では小

数点以下 10桁ぐらい書いてね、いちいち克明に

やっている。おかしいやないか。どうでもいいよ

うな桁数まで一生懸命計算して、それをまた写し

ているのは．．．と思っていました。まだ、今みた

いに、プログラムかできていなかった。パンチカー

ドをドカッと 1つ 1つ打って入れて、翡常に面倒

なごとをやっていましだ。 1つの計算をやるのに

半日かかるとか、 18かかるとか。でも、途中で

バグか克っ左リ、なかなか使い物にならんな、と

いう記憶があリ衷す。

古阪：実用化に取リ組まれたのは早いですか 7

金多．割合早かったですね。アナログコンピュータは、

水畑耕治さん（当時．京大助手、後に神戸大学赦授）

が一生懸命やってね。真空管からなんや買ってぎ

てね。

古阪• そういうの＼ぁ 1)ましだね。

金多：あった戸しょう？

大崎：あリました？

古阪• あっだよ。ほら、ほとんど使われない部屋。

大崎• ああ、はい、電算室というのがあリ罰したね。

金多：あった万しょう。あの電算室のスペースそのものが、

旧制 2回生の製図室。 2階が 3国生、 1@]生があ

の紐長いの。学生定具が増えて、嬰図室としては

使えないというので、構造の実験室か、計算空と

かに使い道はないかと。あれは、建築界では先駆

けですよ。要するに微分方禾呈式を鮨〈ための回路

を紐ん万いまし左ね。質点数の少ない振璽屈系なら

あれで結構。

古阪：あそこなんか、どうなったかわからないけど、ちゃ

んと残しておいて、展示していだら、面三かった

でしょうね。

金多：そうですね。歴史的なものとして。でも＼今から

見たら、幼稚な、ちゃちなものですから、残って

いないのも仕方ない。

大崎：金多先生の講義は良く覚えていますが、溶接の話

［こ長い時間をかけておられましたね。そのご研究

をさ礼るようになったのはいつからですか？

金多：昭和 40年に、建築第 2学科に講座ができました。

最初に鉄骨構造の講座＼それから西山先生が教授

になられだ地域王嬰の計 2講座。翌年に鉄筋コン
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クリート。 3年闇で 6講座ができだのですよ。そ

れまで棚襦先生の鉄骨の講義ては、リベット構造

や鉄骨構造の発尽の系請、計算の方法、構造言曼計

の方法、などを詳しく教えてもらったけれど、 40

年の時点で社会を見ると、もうリベットは過去の

もので、いよいよ溶接に切リ替わる。だから、僕

かリベット構造を敦えても、これは所詮古い知織

で、実用化しない。それで、自分で一生懸命溶接

の勉強をして、溶接の方に重点・カ点をおいて、

請義しだごとは寛えています。しかし、一応、リベッ

トのことも話しておかないと、先輩の人と言舌が通

じなくなるからその両方を足して。

大崎：あんまり、講箆には出ていなかっだのですが、溶

接の話はよく寛えています。それ以外はあまリ寛

えていないです。

金多＇紡構、リベットの言舌もしていたのですよ。大殴駅

罰の販神百貨店の建骰のとぎに、僕は大販駅のプ

ラットフォームから口っと見ていた。下てリベッ

トを焼いて、虚ンと放って、上で焼けた真っ赤な

やつを受ける。あの技術は合のプロ野球の内野手

の技術に匹敵すると。しかもあ訂は、かなリ鰊習

するのですね。台湾出身の人が、多く従事してい

たと闇いています。リベットがなぜダメになっだ

かというと騒音問鱈ですね。溶接は青争かだから。

だけど、考えてみれば溶接も二酸化炭素をどんど

ん出しているわけだから、決して、健全なもので

はない。

『柔剛論争の真相』

古阪：その頃に僕の印象に残っているのは、柔剛論争で

すね。京大がどちらかと言えば業で、菜京のほう

が剛だと。

金多．柔剛論争は、僕の入学する十数年罰rこ起こってい

るわけ万す。棚橋先生がまだ‘助孝灯愛の時代。柔構

造、剛構造というのは第三者がつけたのです。棚

橋先生はむしろ、遼度ポテンシャ）レ諭（力でなく、

地震のエネルギーの次元で考えなさいという理綸）

を出した。ところが、東京の万は、もうまさに剛

楕造。とにかく耐震壁とか、大きながっちリしだ

ラーメンで、力に対して力で交寸抗するという形で

す。だから、自称、剛構造。しかも、剛椙迄と違

う系統のものはすべて柔だと。そういう風に第三

者が面白半分に言っただけですが、それが一人歩

ぎしだ。「遼度ポテンシャ）レ論」対「力」だっだのか、

すり替わった。それ以前に、巽島健三郎という海
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軍の土木の高綬認校（舞鴫鎮守府にいたのかな？）、

その人が本来は柔構造だと言っていた。いわゆる

串団子のモデルを出して、地震が低部で揺れると

これはこう振璽力する、とにかく建物は揺れるとい

う。それは要するに剛ではないから柔だと。そう

いうのがちょっと前にあってね。だから、棚橋先

生の論文はそのカテゴリーに入る。それで、論争

みだいなことになったの万す。試藤先生は、その

とき、後ろで腕を組んで成り行ぎを見ていた。そ

の先発真正面に出てきたのは、確か河野輝天先

生。河野先生と棚橋先生が、論文、学会で、討綸

された記録が、今でももちろん残っているでしょ

う。僕らが学生のとぎは引き分けみ左いな状態で、

膀負がつかな〈て、じっとしていましだね。

古阪．それが、しかし、霞が関ビ）レでは...。

金多．霞ヶ関ビ）レのときに、試謄先生は「俺は菜構造の

創始者だ」と言ったの万、僕らも皆、ヘ一つと。

棚橋先生もニタッと笑っていましたけどね。何も

ぉっしゃらなかったですね。

大崎・桐橋先三の業績は、あまリ表に出ていないですね。

金多・出ていない万すね。

大崎：東京の人が取ってし崖ったというか。

金多．東京の人は、家ず叩いておいて、しかし、いいと

ころだけごっと取って、それで、その最初に言っ

た人のことは一切言わない。そういうところは、

ある戸しょうね。

古阪：金多先生が助手の頃は？

金多：そのころ、棚橋先生は木進も含めて、いわゆる塑

性を研究さ釘た。東大は皆、弾性でしょう。

古阪，霞ヶ関ピルといえば＼解析を始めたのが 38年とか

そのころですね。 10~15年ありますね。

金多．その間に、武藤先生がサッと変身しだ。だけどね、

別に取ったということでもないですけどね。今の

レンガ造の圭京駅があるでしょう。そこに国鉄が

超高層ビルを建てるために委員会を作って、試藤

先生も、棚橋先生も、僕らも全部集崖つだときが

あった。棚橋先生は別にけんか且要ではなくて、そ

の時、試藤先生とも葬常に和気謡々としておら机

た。鉄骨超高層なら、当然、振慟醒祈てすね。武

藤先生もやっておられる。そこで、共固研究をやっ

ておられる問に、なんとなく、試辰先生も柔構造

の方に頭がだんだんいって・・・。僕の想像ですが、

試藤先生の頭の中では、やっぱリ建物は/レキシ

プルなもので、長周期のものか耐屋的には有刊だ

と分かってきたのではないか。ヒントは棚橋先生

の仕事だけれど、一緒にやっている間に武籐先王

の頭が洗脳されて、洗脳されたあかつぎに自分が
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霞ヶ関を設計したものだから、やっぱり「私の理

論」と言う風になってくる言尺万す。傍から見ると、

急に宗旨替えみたいになっだけとプロセスをた

どっていくと、試藤先生が柔構造とおっしゃるの

も＼百吠の成リ行きかなと。だから、誰が早く言っ

だとかそういうことはあまリ『国題ではなくて、柔

構造という形で、その方同で研究しだ成果が霞ヶ

関ビルになったと思えは、そ机て別に対立的なこ

とは何もない。

古阪 そうしますこポシャッだけれど、東京駅超高陽

プロジェクトが、引き分けの、一緒の±俵で・・・。

金多．むしう握手したみたいなことになっだんじゃな

いかなと思います。

古阪鉄骨では、全部溶接すれは「剛」と見るのですか？

金多 鉄は非常に硬いですが、鉄骨の部材そのものは、

断面が小さいですから、結局は弾性変氾＼弾塑性

弯形しぎす。

古阪 鉄骨を使うことは「柔」と考える？

金多もう、本来「柔」と考えさるを得ないと思いますね。

そ机を強いて「剛」にしようと思うと、鉄骨/レー

△の閉に耐震壁をがっちリ入れて、むしろ/レー

ムが動かないようにしないと剛構造にはならない。

古阪：すると京都タワーも＼やっぱリ柔と考えるのです

か？

金多• そう万すね。タワーは純鉄骨ですから。これはも

う柔ですね。現に本当にフラフラ勁ぎます。昭和

39年にできて 52年ぐらいに大きな台風が来だの

です。そのとぎに、タワーの会社の人か、夜中に

見に臼ったら、塔がものすごく揺れていた。それ

から平成 7年の隠神・淡路大震災。そのとぎ＼京

都は震度 5でしたが、ビルの横でタクシーの運転

手が見たら、タワーがものすごく揺れて、今に屯

例れるかと思ったというぐらいに揺れたそうです。

それで、僕も心配で見に行って各誓分を点検し

だの［すが、全然伺ともない。やはリ 完全弾性

範囲でした。当然揺れて然るべきで、閥題ないの

です。

古阪 京都タワーの設計時、金多先生は？

金多 防災研究所の助教授でした。夏休みに言曼言十してい

ました。

『文化財修理の拠点としての構造系講座』

古阪：建築の中では木造をあ窒り敦えていない。販神大

震災以降、鈴木先生や、いろいろな方が研究敦育

されて、巳の中に貢翫していますが、昔から「木

造は扱わない」というのがあっ左のですか？

金多．• いや、そうではなくて。僕は、木構造を1J1士屈先生

から敦わっだ。その前は横呈先生か教えておられ

て、その前は棚橋先生。木構造という講義は、ずっ

と、かなり昔からあったのではないですか。

古阪．ある段階で切れてしまった？

金多．第 2学科ができて、講座数が増えだでしょう。そ

うすると、なんか変な註万すが、それぞれの講座

が必修講義を 1つ特たなければならないみたいな

風冷があって。僕らの峙は 5講座だから、必修は

5つ。それが 10講座になると、倍になるでしょ

う。そうすると、必修が多くて時間割が組めなく

なったのてすよ。そうなると木構造なんかは選択

にしようとなって。で、そのうちそれもなくなっ

た。要するに時間割に組みようがないから。それ

て、鉄骨構追と木造は似ているからね、鉄骨構造

のところで、ちょっと話してもらえないかという

話があったりして。それは中途半端だし、もうや

めましょうということだっだ。そうしたら農学

部の林産工学の先生がそれを闇ぎつけて僕の講

義を閏ぎに来られだ。その翌年から、その先生だ

ち圧農学部てずっとやってい匡したよ。木研の

所長になられだ佐々木先生と、ちょっと若い増田

先生。あの 2人で連網としてやっていて、最後が僕。

定年の 2年前に、葬常罰講師で 2年闇。

古阪’販神大震災以降に、木造の力学的解析が弱いと、

鈴木先生たちが始められて・・•。

金多：そういう意味で＼ニーズ次第じゃないですか。克

の時代は確かにコンクリート、鉄骨の全盛時代で、

木造はかなり斜陽化していた。それに、木造は大

工さんか／ウ／＼ワをきちっと持っておられだから、

今更ということもあったし。

古阪：今も奎多先生か広く関わっている支化財修理は、

現職の頃はあまりやら机ていない？

金多：いやいや、そうでもないですよ。これは言うなれ

ば、京大二学部建築の守備範囲の 1つの重要な

誓イントなのですよ。例えは東大寺の南大門。平

清衡に焼かれ、あとで源氏が復興しますね。そ机

が現在も残っている鎌倉時仕の建物です力＼その

修理は坂先生が鉄骨を使ってご礼たの万すよ。あ

まリ知られていないけど。棚橋先生は、法隆寺の

五璽塔の一番上のところをやっぱリ鉄筋を使って

やって、そ冗から法華寺なんかもやって。それから、

僕か助手になってしばらくして、姫路城の大天守。

花れも棚橋先生か構造を担当された。関四の古建

築、重要文化財は、京大の構追の先生がずっと手

担けてきておられた。もちろん、歴史の村田先生
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も。小さい建物、大きい建物、茶室も含めて、京

都大学はいろいろな歴史・意匠をやってきました

ね。それがずっと、いまだに続いていると僕は思っ

ています。

古阪：そうですか。金多先生は、東大寺の素屋根をされ

ましたね。

金多：あれは、昭和 49~50年ぐらいかな。当時は、村

田先生と棚橋先生が京大から委員になられ、後で

僕も委員に加えてもらいました。大仏殿は、昭和

大修理として、瓦を全部葺き替えて、鉄骨で大屋

根を架けるということでした。鉄骨構造をその辺

から売り出していったのです。姫路城や昭和 20

年代の修理では、全部杉丸太で素屋根を組みまし

た。それを、東福寺山門のときから、素屋根を鉄

骨にして、さらに天井走行クレーンを使うと工事

が楽になるという提案をしました。京都府の担当

者もはじめ難色を示したのですが、一度やってみ

ようかというのが、最初でした。東福寺山門でう

まく行ったので、大仏殿もやりました。昔の明治、

大正の人は力があるから、少々重いものも担ぐけ

ど、昭和の人には無理ですよということで。全部、

チェーンコンベアや天井走行クレーンを使ってい

ました。

古阪：東大寺以降の、京都の本願寺は両方とも同様です

ね？

金多：そうですね。いわゆる鉄骨のスライドエ法は、東

大寺をスタートに、大きな物件は全部そうです。

古阪：文化財的な大きな素屋根工法については、鉄骨構造、

リフトなどは、ほとんど金多先生が手掛けられた？

金多：手掛けるというよリは、メンバーに加わっている

だけです。別に僕がリーダーシップを取つている

訳ではなくて。

古阪：でも、過去からそういう苦労をされて、編み出し

た技術と言う意味では•••。

金多：西本願寺が一番ユニークでしたね。荷重をかける

ために、水を使いました。タンクを用意して、水

を重石にして。一番環境にやさしいということで。

古阪：一方で、レンガ造の文化財にも関わっておられま

すね。

金多：そうですね。今、舞鶴のレンガ造の設計をやって

います。荒木先生がやっています。

古阪：世の中で、そういうことに目が利くというか、そ

ういう仕事ができる人というのは、大学の先生以

外にあまリいない。

金多：まあ、僕自身が好きだからじゃないですかね。割

とそういうのが好きなんですね。昔から。文化財

は、京都・奈良が圧倒的に多いですからね。東京

Interview with Dr. Kiyoslri KANETA 

の大学の人がここまで来てというのは大変ですか

ら。京都は地の利を得ているから、今後ともやっ

ていく必要は大いにあると思いますね。

『大学教育に欠けていることは？』

古阪：そういうことから言うと、大学や教育としては

金多： 1つの柱ですね。世界遺産も含め、日本の財産を

守リ続けていくには、関西で多くの物件を見てい

る京都大学が、決して目をそらしてはいけないと

思います。だから、それぞれの先生方の得意技を

使って、取リ組んでいただければ、十分やってい

ける問題だと思います。今はまだ過渡期で、そ

ういう工法が、いろいろ試作・試みの段階ですか

ら、これからの人にどんどん研究していただきた

い。大事なテーマだと思いますね。

古阪：金多先生ご自身が努力されたり虫学の部分と、大学

で教わったことと、両方あると思います。その立

場から、大学教育に何か抜けていると感じられる

ことがありますか？

金多：あまりそれは感じませんね。みなさん個性を持っ

ておられるし、それなりに考えておられるし、特

にこれは欠けている、ここは疎かにしているとは

思えません。むしろ、皆さんの天分なり個性なリ

を発揮する場が、そういう分野ではたくさん用意

されているなという感じはします。

古阪：場があるから飛び込めということですね。

金多：そうそう、そういうことですね。

大崎：最近は、教育はそんなにのんびりしたことを言っ

ていられなくなってきまして、・・・。

金多：だから、それがね、僕らのときのいい時代と違う

なという感じはしますね。僕は、冒頭に言いまし

たように、「大学というのは、学生が自分で考えて、

自分で勉強するんだ。先生はそこで傍からちょっ

と最小限のアシストをするだけだ。」という教育を

実際聞いて、実践してきたのですが、今はどうも

そうじゃないのですね。むしろ、きちっとしたカ

リキュラムがあって、内容はガッチリ。それをき

ちんと教えるということで、休講もしてはいけな

い。僕らのときはね、休講というとみんな学生は

万歳って。だけどそれでみんな遊んでいたかとい

うと、そうではなくて、そのときに勉強したり、ディ

スカッションしたリして、決して時間の無駄では

なかったと思います。はっきリ言うと、昔の方が、

ゆとりがあったと悪いますね。今は、そのゆとリ
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がなくなって、 24時閤緊張が続くような、そん

な惑じではないかなと思いますね。僕は目が悪く

てインター字ットをしませんが＼含は大変なので

しょう？メールはもうびっ□）来て、それにきち

んと応答しておかないと、あいつは三ぎているの

ヵ＼、死んでいるのか分からんと言われる。昔はそ

んなこと全然なかったですからね。だから、本当

に耐遍無碍と言うか建築学会の論文の締め切り

が昨日でも、まだ電話を掛けて、もうおとつい出

し1こんだけど、まだ届いていませんか？とか言っ

leら、まだですねと言われて、それを済ませてから、

原稿を清書してね。そういうのが許さ机ていたの

ですが。今は、もうすぐに、即刻送ってくれでしょ。

その辺のゆとリはいい意味でも悪い意味でも、な

くなっているかなと思いますね。しかしまあ、世

の中は、その今の方がいいんだと。昔のそんなこ

とをやっていると、ろくな）間が育だないと言わ

門ているのでしょうね。

大崎・観祈は、 JABEEで、試験間題も保存しないといけ

なくて、どのような答案に伺点つけたのかという

のをちゃんと許価されます。克まリいい加減なこ

とができなくなっていますね。

金多．それは、僕もそう思いぎすよ。僕はスタンフォー

ド大学の大学院マスターコースの講義を受けだの

ですが、そのギア (Gere) という先生が試験を

するでしょう。すると終わっ左途端に、もうその

閤題を廊下にポンと張リ出す。これは伺点、これ

は伺点と赤い字で書いてあって、そういうのか全

部、毎年出ますから、みんな分かった。それは公

正な意味でいい方法かなと思った。僕はそういう

意味では、試験閉題をずっと貯めて持っていまし

た。それ万満点は何点万どこをとう間違えた

ら何点引くというのを持っていましだね。それか

ら、グーディア (Goodier) という先生、これがぎ

たすご‘い先生。ティ［シェン:::J C「imoshenko) の

ITheory of Elasticity』という本の章末に練習問題み

だいなのがあるでしょう。それが実は試験閉題な

んですね。ちょうどそのままが印刷されるぐらい。

ところが、それだけ見ると、学生としては難しす

ぎてどうしようもない。で、その試験の間にヒン

トを黒板にずっと書いていくのですよ。この式を

使いなさいとか厄。ある程度誘導してもらってい

る訳です。それがなかったら、難しすぎてどうし

ようもない。そういうやり方もありましたね。だ

から僕は、試験のときに毎回打って、問題を鮮説

するときに、口頭で、ある程度ヒントを口で言い

ました。それはまあ、グーディ丁先生のやり方が

いいなと思ったからです。

大崎．日本もアメリカ的にならないといけないというこ

と万すか？

金多：まあ、いいところはとったらいいと思います。だ

けど、毎週毎週、宿題を出して、すぐに中閏試験

とかやられるよ f)は日本の方が気は抜けるかな

という気はします。アメリカの大学はやっぱり点

数主義ですからね。 1学期悪かったら、もう、君

は転校した方がいいよと忠告されるし。

大崎：成績が悪いと奨学金ももらえなくな f)ます。

金多：成績が良ければ、君は是非進学して来年やリたまえ、

みたいなことを言われる。それが本当にいいこと

かどうかという疑問を感じることがあリます。

『京都そして京都大学の利点』

伊勢・ 2つお聞きしたいことがあリます。「地城の差」と

「時代の差」です。大雑把な話になってしまって申

し訳ないのですが、京都の位置は学閑的に見てす

ごくいい位置にあるような予感かします。先生の

話を聞いていても、客観的にものを見て、自分の

ペースでずっとやってぎたような印象を持ちまし

左。いつも自分のペースながらも、いろいろな建

築と関わリながら、やってきたように思えだので

すが、そういう＼京都の、京都大学にいたことの

和点というのは何なの万しょうか？

金多：そうですね。僕か京大を選んだのは、そのときの

社会事情でもおったと思います。旧制高校ですか

ら全国どこでも受けられて、東京に行っだ）＼

もいるし、東北大・北大に巧った人もいます。が、

やはり召和 25年は、昭和 20年の終戟から 5年目

ですから、まだ食糧が足りなかっ左のですよ。東

京は焼け野原で、まず、下宿もない。親類がいれば、

そこに行けるけれども、という時代でしだ。汽車

も行列して並ばないと切符を買えない時代だった

のですよ。そんな背景では、関四以外は大学とし

て進み左くても物浬的にダメだという、そういう

事情をよく惑じましだね。東大や東北に百ぎだい

という人は、それぞれ親戚がいたり、知リ合いが

いだリしました。だから、我勺の高校の大多数は

関西、京大か、販大に行くということで。

伊勢：戦災を免れた？

金多．．え互。京都は戦災を免れだ。僕らは大阪に住んで

いましだから、大板なら家から通える。その当時は、

販大は「建築」じゃなかったのですよ。構築工学

という、昔の航空工学禾斗が戦後禁止されたので、「構
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築」という名前にしだけれど、何となく講座が整っ

ていなかっだ。京大は、「建築」としてあって、 1

回見に来たら、茶色い建築の本館が、レンガ造の

学内では非常に新しく見えだのです。ここで勉強

するなら、ということで受けたのが本音です。そ

ういう感じで入っているから、別にその、京都大

学の学風がどうだとかそういうことは何もなかっ

左です。

大崎，東京の先生方のよ弓なスタイルで研究しようとは

思われなかっだのですか？

金多，僕らは、いわば井の中の蛙みだいなもので、東京

に対する知識力噂うま 1)なかったですからね。だか

ら、東京の先生がどういうスタイルなのかわから

ない。そ机が 1い堀先生が早稲田からお見えになっ

化から、東京の気風かだいぶ感じられましたけれ

ど、それでも、小堀先生という 1人の人を通じ

てですからね。それで、勢いマイベースになって

ぎたと思い衷すね。もうひとつ、僕が大学を受け

るときに、建築い機観か、土木かと述いぎしだ。

昭和 20年に濡）II委樹博土が／ーベル賞を取っだ。

だから僕らの学年は、京大の物理にものすごく穀

到し1このてすよ。あのとき、伺倍かな、二十伺倍

だっだように思います。それからまた、化学がい

いぞというので、化学かものすごく倍率が高かっ

左。建築も桔構高くて、そのとき 35倍かな。土

太は 2倍ぐらいかな。大板で高校生のときに通天

閣に上りました。そしたら、もう見渡す陸リ焼け

野原。バラックが鐙っている。それを見て、これ

から大1霰や載災を受けだ日本中の都市が発居する、

それにはぎず建築だと。そ訂なら今建築を受けて、

建築の分野で仕事すれば、食いはぐれはしないだ

ろうと。終耽直後の、本互に食麟もなく、どうし

て生きていくかという時代の感覚として、建築は

いいな、というのがあったと思いますね。子供の

頃は航空少年で飛臼機の言曼計がしたいとか、そん

な夢はあリましだけどね。それにも多少近いし、

建築は面白いんじゃないかと。

伊勢’名誉穀授の先生方の話を聞くと、やっぱリ非常に

楽しい大学生活を送られ庁印象を持ちます。先生

から見て、昔と比べて合の大学や、建設業界の変

化はいかがでしょうか。高度経済成長とも関係あ

ると思いますか、昔の方が活気があって、今の状

態は楽しそうに見えない。何か違う理日というか、

行き詰った原因というか・・・。

金多：おっしゃるとおリだと思いますよ。僕らが昭和 28

年に卒業した頃から、本当の意咲での高度成長が

始まリかけていました。終戦直後の何もモ／がな
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かった閉代から、いよいよ本格的な建築が始まる。

目標がいっぱいあったと思うんですね。あちこち

にビルが建ってきて、 RCビ）レ、鉄骨ビ）レ、それ

から工場。全国の大学の工学部が膨張して。でも、

人が少なかっ左ですね。 1学年 30人。そ机でも増

えて 30人ですからね。その意味では、多人数敦育

ではなくて、マンツーマン敬育に近く、先生との

距離は近かっだと思い窪す。

古阪・今も、学生全｛本としては多いけれど、教員も多い

ですね。本当は、何人を相手にするかというのは、

そんなに変わってないですね。

金多：そうですね。先生と学生の比率は変わってないで

すね。

古阪：やはリ時間ですね。燐用的なことも含めて、やる

ことが多いというのと、学生のいろいろな直話を

しなければ、ということで時間がない。

金多：先生方に時闇がない？

古阪：建設蜆場でも時閤の余裕の取リ方は違ってきてい

る。良くも悪くも忙しく店っている。

金多・確かに、時闇的に余裕がなくなっ左というのが現

代の象徴じゃないですか。昔は本当にのんびりし

てい宦したよ。設計事務所に実習に行って、夏で

すからカーツと暑くなってくると、霞風機を回す。

そのころトレーシングペーパーですから、汀がつ

〈とトレーシングペーパーにジワが寄るから、も

うちょっと涼しくなる言でやめたというごとで、

みんな、その闇いろいろ頭で考えて・・・。今はそ

うではなくて、もう完全に冷房にあたっていますね。

大崎・建築業界に、量近活気がないということではない

ですか。

金多• そ仇は言えます。

石田：建築は頴著かもしれないけども、工学全｛本ですよね。

他の学会でも、学生ごんの理工系離れが間題になっ

ている。建築だけの閏題じゃなく、左ぶん高度成

長かほぼ終わっ応というのが見えている。こ旦か

らは、巡航遠度ていかに進むか、と。

金多：昔は汀を流して働いて、それで壬／を作っーだ。そ

れに満足感があって、給料は亮い↓讀喜したことは

ないけれど、仕事が立派にできたことに喜びを感

じていた。今はそんなことよリ、株や商品祖場に

手苔出しーたりし左方が左団霞。そういう時代って

いうのは、ちょっとおかしいですね。

『変わリつつある大学教育の質と量』

石田：今は、 JABEEの次の閤題というか、また新しい閤
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題があリます。建築士の資格認定に必要な大学数

盲の認証万、こういう科目をちゃんと毅えなさい、

とカリキュラ△自体に縛リが入ってくる。それに、

今まで大学院の 2年闇を実務経験に算入でぎたの

か、どうも胃忍められない。要するに、大学院の教

育に実務経験としてインターンシップを入れる話

もあリます。その辺の先生のお考えを。

金多・私の頃は、大学の靱室で一級建築士という話は教授、

助敦授の先生方から一切出なかったです。一切な

かった。公務員試験の話も何もなかった。ただ「君

ら勉強して東すか？」という話はしよっちゅうあ

りましだけどね。社会に出化俊の閏題は一切なかっ

だです。一級建築士についても、卒業してからそ

ういう制度かある、実社会に出だクラスメイトは

もう取った、そろそろ勉強するか、みたいなこと

戸したね。それも初期の頃は、一級建築士は無試

験万実務経験だけ万取れたとかね。そういう話を

間〈と、まあそんなものかなと鴨気にしていまし

1:。旧制大学院は実務もヘチマもなくて、図書室

て本を読んでいる訳ですからね。新制になっても＼

修土の 2年間を実務と見るかどうかという議論は

かなり後になってなさ礼ていだように思い生す。

石田・ むしろ、実務に認めてくれなくてもいいと？

金多・実務に胃忍めなくてもいいと思います。常日頃から

思うんだけど、一級建築士は国家試験で、けっこ

う合格率が低くて、難しい試験でしょう。それを

取って、いっだいどれだけの価値があるかという

ことです。医師免罫とか、司法試験とか、弁護士

の資格とかに比べると、かなリ低いところに位置

づけられている気がしてならない。それは紐綸的

にいうと、医者でも許護士でも、その資格者自身

が仕事をして初めてそれなリの実力が伴う。一

級建築士の場合、会社に誰か 1人でもいると、み

んなかやっているものを、その 1人の建築士のI¥

ンコで全部通っちゃう。要するに他の無免許の遭

中のワークが評価されざるを得ないみたいなこと

になる。すると一級建築土といっても、実は無免

言午のヤツか作ったものだよ、そういう成果物だよ

ということで低く見られているのではないか。も

し、本当の一級建築士だったら、自分で敷地を

確認して、現場には当然ー級建築士が立ち会っ

て、説明する。それで建築甲誘で行政庁と渡リ合う。

建築士以外の人が行っても＼もう門前払い、本人

が来なさいということにしないと、建築士の価恒

は社会的にも認めら机ないんじゃないかと思いま

す。それ以酌の段階で、マスターコースを実務と

みなすかとうかという議論をするよ↓）は、むしろ、

建築±の資格の価値を高めるにはどうしたらいい

かということを建築界全体で考えないと。もうま

さに＼医者に見下ろされ、打護土に見下され、建

築土なんてのはそんなもんですよということに

なってしまう。それでは一生懸命とっても、イ可の

メリットがあるのかということになる。要するに＼

名義貸し、これが一番の問題じゃないかと思いま

すね。他の聰種は名義貸しかでぎないですからね。

石田：丹護士がそれをやったら大変なことになリますね。

『他者を信頼して、大いに活躍を！』

古阪．伺か、金多先生から、言っておぎたいことは？

金多・ しいや 特にありぎせん。皆さん、真酉目に良く働

いておら校るから。

大崎：最後に、今後の建築、あるいは京大に期待するこ

とをちょっと。

金多：期待するところは大きいです。いい建築家を育て

て欲しいと思います。その期待は常々もっていま

す。そ礼で、皆さんを信頼して、大いにやって欲

しいと思いますね。だだホントにね、つ声らん雑

用が多すぎると思いますから、その辺は怒られ

てもいいから、全部脇にやって、ほどほどにしてね。

やっぱリ大事なところをね。

大崎．雑用と言うのは、学囚外？

金多．学内、外両方ともでしょう。仕分けして、自分の

噂意なもの、あるいは自分が興味のあるもの＼そ

ういうものは取リ上げて、興味のないことはどん

どん断っだらいいんじゃないですか。興味のない

のを娼々やるのは、それごそ時間のロスですよ。

古阪：あリがとうござし噂□しだ。
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